
小
型
原
子
炉
や
高
速
炉
開
発
は
あ
だ
花
、
脱
原
発
／
再
エ
ネ
化
進
め
よ 

昨
年
末
あ
た
り
か
ら
原
発
回
帰
か
と
思
わ
せ
る
動
き
が
あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ

リ
オ
電
力
公
社
が
Ｇ
Ｅ
日
立
の
「
小
型
原
子
炉
」
導
入
を
発
表
（
１
２
月
３
日
朝
日
デ

ジ
）
、
と
か
パ
シ
フ
ィ
コ
ー
プ
社
の
テ
ラ
パ
ワ
ー
社
と
Ｇ
Ｅ
日
立
が
開
発
し
た
「
高
速

炉
」
（
実
証
炉
）
を
米
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
に
建
設
す
る
計
画
に
日
本
も
参
加
（
１
月
１

日
読
売
オ
ン
ラ
イ
ン
）
、
あ
る
い
は
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
に
「
原
発
」
を
含
め
る
案
が

で
た
（
１
月
２
日
共
同
）
な
ど
だ
。
現
在
開
か
れ
て
い
る
国
会
・
参
議
院
代
表
質
問
で

日
本
維
新
の
会
の
浅
田
議
員
が
「
地
産
地
消
型
電
力
と
し
て
小
型
炉
を
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
」
と
の
質
問
に
岸
田
首
相
が
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
小
型
炉
や
高
速
炉
は
じ
め
革
新
原
子
炉
の
開
発
を
着
実
に
進
め
る
」
と
い
う
答
弁
に

も
つ
な
が
る
。 

小
型
原
発
や
高
速
炉
で
明
る
い
未
来
を
、
と
考
え
る
の
は
大
間
違
い
だ
。
原
子
力

資
料
情
報
室
が
年
初
に
出
し
た
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
「
現
実
的
に
将
来
を
見
通
せ
ば

世
界
の
原
発
数
は
減
少
し
て
い
く
。
地
球
温
暖
化
対
策
に
小
型
原
発
は
間
に
合
わ
な

い
。
冷
静
な
議
論
を
。
」
と
浮
か
れ
た
議
論
を
戒
め
て
い
る
。 

安
全
性
の
た
め
に
原
発
を
小
型
化
す
れ
ば
発
電
コ
ス
ト
は
高
騰
化
す
る
（
こ
れ
ま

で
の
原
発
が
大
型
化
で
経
済
性
を
高
め
て
き
た
が
小
型
化
は
真
逆
で
、
３
～
４
倍
も

の
数
の
小
型
炉
が
必
要
に
な
る
）
、
し
か
も
事
故
ゼ
ロ
化
で
き
る
と
は
誰
も
言
え
な

い
。
使
用
済
み
核
燃
料
は
増
え
る
ば
か
り
だ
。
現
実
性
の
な
い
小
型
原
発
な
ど
に
予

算
を
投
入
せ
ず
、
現
実
的
に
再
エ
ネ
の
拡
大
に
投
入
す
べ
き
時
だ
ろ
う
。
や
っ
と
重

い
腰
を
上
げ
風
力
発
電
拡
大
に
着
手
し
て
い
る
が
、
水
力
発
電
拡
大
な
ど
も
ダ
ム
堤

防
の
か
さ
上
げ
な
ど
で
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
の
か
。
再
エ
ネ
拡
大
こ
そ
、
天
然

ガ
ス
や
石
油
輸
入
を
減
ら
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
高
め
る
日
本
が
進
む
べ
き
道

だ
。
エ
ネ
自
給
率
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
に
、
輸
入
ウ
ラ
ン
を
使
う
原
発
に
固
執

す
る
自
民
、
日
本
維
新
の
会
の
原
発
推
進
政
策
は
間
違
っ
て
い
る
。 

外
務
省
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
７
．

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
「
安
価
か
つ
信
頼
で
き
る
持
続
可
能
な
近
代
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
」
と
あ
る
。
原
発
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
筈
が
な
い
。 

昨
年
１
２
月
１
８
日
、
台
湾
の
国
民
投
票
で
原
発
建
設
が
否
決
さ
れ
た
。
脱
原
発

の
世
界
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
小
型
も
大
型
も
原
発
か
ら
撤
退
す
べ
き
だ
。 

Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
に
「原
発
」案 

日
本
か
ら
２
６
１
団
体
が
「Ｎ
ｏ
」の
要
請
書 

 

昨
年
１
２
月
末
に
欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｕ
）
が
気
候
変
動
対
策
な
ど
へ
の
投
資
を
促
進

す
る
た
め
の
「
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
」（
持
続
可
能
な
経
済
活
動
）
に
そ
れ
ま
で
除
外

さ
れ
て
い
た
原
発
を
含
め
る
と
い
う
案
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
が
物
議
を
か
も
し
て
い

る
。
事
前
の
原
発
推
進
議
員
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
へ
の
働
き
か
け
、
Ｅ
Ｕ
議
長
国
が
ド
イ
ツ
か

ら
フ
ラ
ン
ス
に
移
る
こ
と
も
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
案
に
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
な
ど
脱
原
発
国
が
反
発
し
、
今
後
Ｅ
Ｕ
内
で
の
論

議
を
経
て
１
月
に
は
結
論
が
出
る
ら
し
い
。
案
に
賛
成
す
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
な
ど
で
、
Ｅ
Ｕ
国
を
二
分
す
る
中
、
各
国
や
欧
州
議
会
が
反
対
す
る

可
能
性
あ
り
、
と
の
報
道
（
１
月
４
日
共
同
）
も
あ
る
。 

こ
の
動
き
に
対
し
今
月
１
１
日
、
Ｆ
ｏ
Ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
じ
め
国
内
の
２
６
１
団

体
（
反
原
労
含
む
）
が
欧
州
委
員
会
委
員
長
宛
に
、「
持
続
可
能
」
で
も
「
グ
リ
ー
ン
」

で
も
な
い
原
発
を
含
め
る
べ
き
で
な
い
、
と
の
要
請
書
簡
を
送
っ
た
。
そ
の
書
簡
に
は
、

「
１
．
福
島
原
発
事
故
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
２
．
原
発
は
深
刻
な
環
境
汚
染
や
人
権

侵
害
を
も
た
ら
す
。
こ
と
か
ら
『
重
大
な
害
を
も
た
ら
さ
な
い
』
と
い
う
タ
ク
ソ
ノ
ミ

ー
原
則
（
Ｄ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
）
に
反
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
の
「
案
反
対
」
で
あ
る
。 

案
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
内
議
論
の
争
点
は
「
原
発
は
環
境
に
大
き
な
害
を
与
え
な
い
か
否

か
」
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
回
の
日
本
か
ら
の
要
請
書
簡
は
大
い
に
意
味
が
あ

る
と
思
う
が
、
海
外
で
の
福
島
原
発
事
故
被
害
の
認
識
が
ど
う
か
危
惧
さ
れ
る
。 

福
島
第
一
原
発
避
難
者
調
査
に
国
連
の
特
別
報
告
者
（
セ
シ
リ
ア
・
ヒ
メ
レ
ス
・
ダ

マ
リ
ー
特
別
報
告
者
）
が
２
０
１
８
年
か
ら
訪
日
を
求
め
な
が
ら
事
実
上
放
置
さ
れ
て

き
た
問
題
で
避
難
者
の
支
援
団
体
が
外
務
省
に
１
月
４
日
、
訪
日
受
け
入
れ
を
求
め
る

要
請
を
行
っ
た
、
と
の
記
事
（
東
京
新
聞
４
日
）
は
こ
の
危
惧
を
増
大
さ
せ
る
も
の
だ
。 

福
島
原
発
事
故
で
甲
状
腺
が
ん
に 

患
者
６
名
が
２
７
日
東
電
提
訴
へ 

原
発
事
故
か
ら
今
年
で
１
１
年
、
今
月
２
７
日
、
６
人
の
甲
状
腺
が
ん
患
者
（
事
故

当
時
６
歳
～
１
６
歳
。
二
人
は
甲
状
腺
の
片
側
切
除
、
四
人
は
再
発
で
全
摘
し
、
放
射

線
治
療
を
実
施
ま
た
は
予
定
、
四
回
手
術
し
た
人
や
肺
に
転
移
し
た
人
も
）
が
東
電
に

約
６
億
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
提
訴
す
る
。（
１
９
日
東
京
新
聞
） 

こ
の
裁
判
は
放
射
線
被
ば
く
の
被
害
を
海
外
に
も
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
「
甲
状
腺

が
ん
は
原
発
事
故
が
原
因
と
現
時
点
で
は
言
え
な
い
」（
福
島
県
の
専
門
家
会
議
の
見

解
）
を
正
し
、
東
電
の
事
故
責
任
を
明
白
と
す
る
場
と
な
ろ
う
。
今
回
の
提
訴
は
勇
気

あ
る
決
断
で
約
３
０
０
人
の
甲
状
腺
が
ん
患
者
・
被
害
者
の
救
済
に
も
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
６
名
の
方
に
敬
意
を
表
し
裁
判
を
支
援
し
た
い
。 

岸
田
政
権
は
、
小
型
原
子
炉
／
高
速
炉
へ
の
予
算
を
止
め
原
発
事
故
被
害
救
済
に
。 

持続可能でもなくグリーンでもない原発よりは 

安価で信頼できる持続可能な再生エネルギーの拡大を急げ 
無駄な小型原子炉／高速炉開発の予算を原発事故被害に 
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